








糖原病の実態について調査するに当って,病型と予後との関係を調査することが重要であ

るが,東北大,多田は各施設から報告された1型のG6pase活性の報告値に大きな差異がみら

れるのに気付き,これは恐らく測定条件の如何によるものと思われると述べ,Ib 型の場合,

新鮮肝を用い,マイクロゾーム膜が破壊されない条件で G6pase 活性を測定すれば,活性は

著明な低値を示してIa 型と診断されるであろうし,凍結保存後に測定すればマイクロゾー

ム膜の破壊の程度により軽度低下から正常に至るさまざまな値を示すであろうと報告した。

従って,G6pase 活性測定には新鮮組織を用い,intact microsomeと dismpted microsome の

両分画で活性測定を行う必要があり・病型診断は慎重に行うべきことを指摘した。 


